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特
別
肺
の
勝
負
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
解
常
に
軌
す
る
条
例
の

′

t
部
改
正
に
つ
い
て

次
め
と
お
り
特
別
職
の
職
農
で
常
痕
の
も
の
の
給
与
及
b
旅
費
に
碑
す
る
条
例
の
i
部
を
改
正
す
る
こ

と
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
法
　
(
昭
和
二
十
二
年
法
得
第
六
十
七
号
)
　
軍
九
十
六
条
舞
-
項
の
耕
定
に
ょ
少
､

本
帯
食
の
蔀
決
を
求
め
る
｡

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
三
日三

　

朝
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長

松

　

　

　

村

成

暗
和
五
招
五
年
均
斉
廿
貫
首
凍
寒
可
決
､

三
朝
町
議
会
璃
長
猿
田
嶺
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特
別
磯
の
聴
負
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
喪
に
関
す
る
条
例
ノ
の

二
部
を
改
正
す
る
条
例

特
別
職
の
聴
点
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
舶
す
る
条
例
(
昭
和
四
十
五
年
三
朝
町
条
例
第
五

早
)
　
の
1
部
を
し
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

､
第
四
命
中
｢
給
料
月
額
に
｣
複
削
身
､
｢
例
杵
よ
り
L
鮭
の
割
合
を
乗
じ
て
碑
た
静
と
す
る
｣
を
r
例

に
よ
る
｣
　
に
改
め
る
.

別
表
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1
を
次
の
よ
や
に
改
め
る
｡
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係
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を
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特
別
革
の
帝
展
に
支
給
す
る
寒
冷
地
手
当
は
F
　
三
部
町
磯
貝
の
給
与
に
閑
す
る
条
例
(
昭
和
二
十
八

-
年
三
朝
町
条
例
第
二
十
五
号
｡
以
下
　
｢
粉
与
条
例
｣
と
い
う
.
)
　
崩
二
十
1
粂
第
二
項
の
規
定
に
よ
か

算
出
し
た
場
合
に
お
け
る
東
玲
地
手
当
J
e
轡
が
､
碁
盤
目
に
お
い
て
当
該
野
点
の
受
け
る
給
料
月
額
の

酵
勅
五
十
五
年
八
月
三
十
日
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
軒
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
樽
た
醇
{
以
下
｢
定

率
療
｣
と
S
う
｡
)
p
忙
達
し
を
S
こ
と
と
怒
る
も
の
に
つ
S
て
は
F
　
給
与
条
例
雛
二
十
一
兵
簸
二
項
及

び
三
朝
町
樺
鼻
の
給
与
に
醜
す
る
条
例
の
｢
部
を
改
正
す
る
条
例
　
(
昭
和
五
十
五
年
三
朝
町
典
例
第

号
)
附
則
第
三
項
及
び
艶
四
項
の
禅
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
当
分
の
間
､
定
率
衛
を
も
っ
て
当
静
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和
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払
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E
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改
正
前
の
準
則
戦
の
戦
乱
で
常
軌
の
も
の
の
鮮
卑
及
び
旅
費
に
撫
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
､

昭
和
五
十
五
年
四
月
1
日
か
ら
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
C
間
狩
､
特
別
戦
の
観
点
で
常
勤
L
,

の
も
の
に
支
払
わ
れ
た
給
与
は
､
_
改
正
後
の
特
別
離
の
職
員
で
常
勅
の
も
の
の
宿
与
及
び
旅
蛍
に
幽
す

る
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